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試験研究課題名：松江市城山公園内のサクラならたけもどき病等の防除に関する研究（研究期間：H19～）

　　松江城山の貴重なサクラを守る　！
　　～“ならたけもどき病”による枯死をいかに防ぐか～

緑化木
病害虫

研究の背景・目的
　近年，松江市城山公園のサクラが“ならたけもどき病”によって枯れています。公園内の“本丸”と“二の丸”
では約120本サクラのうち約半数が枯れました。
　そこで, 薬剤，温水殺菌，拮抗微生物などを用いた防除法を検討しています。また，この病気が発生しにく
い土壌条件についても調査しています。この研究は松江市から委託を受けて実施しています。

研究方法
　①温水処理で殺菌する治療法を検討しています。さらに，この温水に病原菌を抑制する微生物を混入し
て、より効果的な方法も調査しています。
　②病原菌が伝染しくい土壌条件を調査しています。PH、有機質含有量など異なる土壌条件で病原菌の蔓
延を調査しています。

研究の状況と成果
 　40℃の温水ではサクラの根よりも病原菌が短時間に死滅しました。
　　バチルス・スブチルス（枯草菌）が病原菌の生育を著しく抑制しました。

写真－１　地際から発生したナラタケモドキ

研究成果の活用場面・その他
　松江市城山公園での防除事業に活用します。感染木に対して治療法を実施し，また伝染しにくい
よう土壌改良等を検討します。

写真－２　枯死した木の皮を剥ぐと白い
菌糸膜が付着。この菌糸膜によって病気
の発生を見分けます。


